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論　　文　　の　　要　　旨

　水界に生育域をもつ紅色植物には生活環が2世代から成る原始紅藻類と3世代から成る真正紅藻

類がある。本論文は真正紅藻類の中で最も原始的な群とされるアクロキチウム科，ベニモズク科お

よびガラガラ科について行った形態分類学的研究の集成である。

　研究に用いた材料は日本沿岸，ハワイおよび米国西・東沿岸等で採集したもので，その数は20属，

21種に及ぶ。研究に取り上げた主な形質は，1）体の構造，2）有性生殖器特に生卵器の構造と形

成様式，3）受精卵の初期発生，および4）後期発生と果胞子体の形成様式である。著者は21種類

について上記の形質を詳細に研究し，自身の結果に従来の知見を加え下記の考察を行った。

　（ユ）分類形質の評価：1）体構造には単列糸状体制と多軸体制がある。これらの体制は科により

一定しており，科の階級の分類形質として有効である。2）生卵器をもつ造果枝は生卵器ただ1個

の細胞から成るものと3個またはそれ以上の数の細胞から成るものとがある。それらは形成位置に

より頂生型と側生型に識別される。3）受精卵の初期発生では，まず受精卵は雌性配偶体（母体）

内で発生を開始する。その発生様式には次の3型が識別される。i）受精卵が上下2個に分割して

それぞれの娘細胞から糸状細胞列（造胞糸）が発出する。ii）糸状細胞列は2個の娘細胞のうちの

1個から発生する。iii）受精卵は分割しないで直接糸状細胞列を発出する。これらの発生様式は科

内の分類群ごとに異るが，属により一定している。属の階級の分類形質として有効である。4）受

精卵の後期発生と果胞子体の形成では，まず受精卵の発生体が単相（n相）の雌性配偶体内で成長
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し，その後果胞子体と呼ぶ複相（2n）の世代に発達する。この発達様式に次の2型が識別される。

i）糸状細胞列（造胞糸）が配偶体内の各方面に伸長する拡散型。ii）糸状細胞列が互いに接着し

て全体として団塊状となる集合型。これらの形質はさきにAbbott（1976．1981）が科の階級の分類

に採用した特徴である。当時はこの2形質がベニモズク科にのみ知られるに過ぎなかったが，今回

アクロキチウム科にも存在することを明らかにした。

　（2）新分類群と分類体系：科の分類には体構造と果胞子体の形成様式が主要な分類形質として古

くから用いられていたが，充分な知見の蓄積がなく分類体系に多くの不備があった。

　著者は上記の形質に，生卵器（造果器）の構造と形成様式および受精後の生卵器下細胞の分割発

達の様式等を加え，新たに2科，ウヱルケルリンギア科とドティオフィクス科を設立し，さらにさ

きにAbbott（1981）が提唱したウミゾウメン科とカサマツ科を認めて計7科に分類する体系が妥

当と結論した。属の形質については生卵器形成細胞列の細胞数，受精卵の初期発生様式，後期発生

時における造胞糸の形状など，．生殖・発生に係る諸形質を新たに採用し，3新属Woθ肋γ1伽肋

地obα脳α犯｛αおよび肋舳6α吻∫を記載し，計29属について属の再定義を行った。

審　　査　　の　　要　　旨

　紅色植物の真正紅藻類は体制は比較的単純であるが有性生殖器官と受精卵の発生様式は他の植物

群に例を見ない程に複雑である。いきおい目，科，属などの分類にはこれらの特徴が重視されてき

た。著者が対象とした群は特に有性生殖に係る形質が多様性に富むことから，その分類については

幾つかの異る分類体系が提唱されていた。しかしこの研究には特段の習熟を必要とするため，知見

の蓄積は充分でなく，それらの分類体系には多くの不備があった。著者はよく永年に亘り豊富な材

料に基づく詳細な研究を行い多数の新知見を得，それらに基づいて新しい分類体系の確立を試みた。

成果は専門家の批判に充分堪え得るものであり，内容の一部は数編の論文とし既に国際誌等に発表

されている。藻類形態分類学における著者の力量は高く評価されてよい。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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